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言
（
刊
行
の
趣
旨
）

源
氏
物
語
と
紫
式
部
の
研
究
に
お
い
て
、
清
水
好
子
氏
（
一
九
二
一
～
二
〇
〇
四
年
）
の
功
績
は
大
き
い
。
昭
和
の
研
究
史
に
残
る
国
文

学
研
究
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
た
女
性
と
し
て
、
今
な
お
フ
ァ
ン
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
論
文
集
は
『
源
氏
物

語
の
文
体
と
方
法
』
の
他
に
な
く
、
そ
れ
以
後
の
論
文
の
掲
載
誌
も
入
手
し
に
く
く
な
り
、
戦
後
四
十
年
余
り
の
研
究
の
全
容
を
知
る
こ

と
は
困
難
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
清
水
好
子
氏
の
学
術
論
文
を
集
成
し
た
『
清
水
好
子
論
文
集
』
全
三
巻
の
刊
行
を
企
画
し
た
。
万
葉
集

研
究
者
で
あ
ら
れ
る
夫
君
、
清
水
克
彦
氏
に
ご
相
談
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、「
若
い
研
究
者
の
指
針
に
な
る
よ
う
な
、
あ
な
た
方
が
良
い

と
思
う
本
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
若
い
研
究
者
向
け
に
は
本
の
価
格
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
武

蔵
野
書
院
が
快
く
お
引
き
受
け
下
さ
り
、
克
彦
氏
の
ご
意
向
に
添
う
形
に
な
っ
た
。

清
水
好
子
氏
に
は
、
源
氏
物
語
と
紫
式
部
、
中
古
・
中
世
の
文
学
作
品
や
歴
史
に
関
わ
る
多
く
の
論
文
が
あ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
、
女

性
学
や
歴
史
・
文
化
に
関
わ
る
幅
広
い
活
動
と
著
作
が
あ
り
、
数
々
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
名
文
で
も
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
収

録
し
た
「
著
作
集
」
で
は
な
く
、
学
術
論
文
を
集
成
し
た
「
論
文
集
」
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
ご
著
書
の
う
ち
、『
源
氏
の
女

君
』、『
源
氏
物
語
論
』、『
紫
式
部
』
は
、
現
在
も
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
な
ど
で
）
入
手
可
能
で
あ
り
、
再
録
し
な
か
っ
た
が
、
ご
本
人
が
お

作
り
に
な
っ
た
論
集
『
源
氏
物
語
の
文
体
と
方
法
』
収
録
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
論
集
・
初
出
雑
誌
と
も
に
入
手
困
難
で
あ
り
、
他
の
論

文
と
深
く
関
わ
る
の
で
、
年
代
順
に
配
列
し
て
す
べ
て
収
め
た
。

ジ
ャ
ン
ル
・
テ
ー
マ
毎
に
分
類
し
て
収
め
る
方
法
も
あ
る
が
、
清
水
好
子
と
い
う
偉
大
な
研
究
者
が
何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
に
新
し
い

テ
ー
マ
に
向
か
っ
た
の
か
、
そ
の
軌
跡
を
示
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
源
氏
物
語
関
係
の
論
文
は
年
代
順
に
し
て
第
一
巻
と
第
二
巻
に
、
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凡
　
　
例

一
、
所
収
論
文
に
は
、
掲
載
順
に
①
～
�
の
通
し
番
号
を
付
し
、
副
題
を
除
い
た
主
題
名
が
同
一
の
論
文
題
名
に
は
、「
②
源
氏
物
語

の
作
風
Ⅰ
」
の
よ
う
に
、
主
題
目
の
後
に
Ⅰ
～
Ⅲ
の
数
字
を
加
え
た
。

二
、
所
収
論
文
は
初
出
の
雑
誌
な
ど
に
よ
っ
た
が
、『
源
氏
物
語
の
文
体
と
方
法
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
五
年
［
一
九
八
〇
］）
に
収

め
ら
れ
た
論
考
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
本
文
を
用
い
、
と
も
に
一
部
誤
脱
を
訂
し
た
。

三
、
仮
名
遣
い
を
現
代
仮
名
遣
い
に
統
一
し
、
漢
字
の
字
体
を
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
常
用
漢
字
は
新
字
体
、
そ
の
他
の
漢
字
は
正

字
に
改
め
た
。
そ
の
他
、
現
在
一
般
に
使
わ
れ
て
い
な
い
表
記
を
通
行
の
形
に
改
め
た
部
分
が
あ
る
。
た
だ
し
、
論
文
中
に
引
用

さ
れ
て
い
る
他
の
著
者
の
著
作
な
ど
の
文
字
は
改
め
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
ま
た
、
適
宜
ル
ビ
を
付
し
た
箇
所
が
あ
る
。

四
、
所
収
の
論
文
中
に
他
の
所
収
論
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
が
本
論
文
集
所
収
論
文
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
、

「
本
論
文
集
②
「
源
氏
物
語
の
作
風
Ⅰ
」」
や
「
本
論
文
集
②
」
の
よ
う
な
表
示
を
あ
ら
た
に
加
え
た
。

五
、
以
上
の
点
以
外
に
は
、
論
文
中
に
引
か
れ
て
い
る
『
源
氏
物
語
』
本
文
を
含
め
、
す
べ
て
当
初
の
各
論
文
の
形
の
ま
ま
と
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
た
。
た
だ
し
、
引
用
文
や
掲
出
和
歌
の
形
式
を
統
一
し
、
巻
名
や
人
名
な
ど
に
つ
い
て
は
同
一
論
文
内
の
み
で
表

記
や
呼
称
を
統
一
し
た
。

六
、
所
収
論
文
の
初
出
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
「
初
出
一
覧
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

七
、
本
書
の
企
画
・
編
集
は
左
記
の
三
名
の
協
議
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
上
で
、
各
巻
の
担
当
者
を
次
の
よ
う
に
決
め
、
最

終
的
な
編
集
に
あ
た
っ
た
。

第
一
巻　

山
本
登
朗　
　

第
二
巻　

清
水
婦
久
子　
　

第
三
巻　

田
中
登

源
氏
物
語
以
外
の
論
文
は
作
品
・
ジ
ャ
ン
ル
毎
に
配
列
し
て
第
三
巻
に
収
め
た
。
ま
た
、
第
一
巻
に
は
「
清
水
好
子
略
歴
」、
第
二
巻
に

は
「
発
表
年
次
順　

著
書
・
論
文
目
録
」「
著
書
目
次
一
覧
」
を
添
え
た
。
第
一
巻
の
書
名
『
源
氏
物
語
の
作
風
』
は
、「
源
氏
物
語
の
作

風
」
と
題
さ
れ
た
連
作
の
あ
る
こ
と
と
、「
文
体
」「
方
法
」「
主
題
」
そ
し
て
「
作
風
」
へ
と
文
言
を
工
夫
し
な
が
ら
研
究
を
進
展
さ
れ

た
経
緯
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
二
巻
の
書
名
『
源
氏
物
語
と
歌
』
は
、
後
半
の
ご
研
究
に
お
い
て
、
物
語
と
和
歌
、
物
語
の
和
歌
に
つ

い
て
の
論
が
増
加
し
た
の
で
、
第
一
巻
と
対
比
す
る
意
図
で
編
者
が
名
付
け
た
。
第
三
巻
『
王
朝
の
文
学
』
は
、
幅
広
い
中
古
・
中
世
の

文
学
・
歴
史
に
関
わ
る
論
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
名
（
副
題
）
が
適
切
か
ど
う
か
、
ご
本
人
の
遺
志
に
添
う
も
の
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
つ
の
目
安
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

女
性
研
究
者
の
少
な
か
っ
た
時
代
、
清
水
好
子
氏
に
あ
こ
が
れ
て
研
究
を
志
し
た
者
は
多
い
。
そ
の
流
麗
な
文
体
と
説
得
力
に
酔
い
し

れ
て
、
仮
説
ま
で
も
が
確
固
た
る
事
実
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
偉
大
な
研
究
者
の
説
ほ
ど
一
人
歩
き
し
、
後

学
に
与
え
る
影
響
力
は
大
き
い
が
、
逆
に
、
優
れ
た
研
究
者
で
あ
れ
ば
論
を
発
表
す
る
度
に
成
長
し
研
究
は
進
展
す
る
。
本
論
文
集
全
三

巻
に
よ
っ
て
、
一
研
究
者
の
軌
跡
を
知
り
、
個
々
の
論
と
そ
の
後
の
展
開
を
、
冷
静
か
つ
客
観
的
に
読
み
直
し
、
研
究
者
諸
氏
の
今
後
の

研
究
に
活
か
し
て
い
た
だ
く
よ
う
願
う
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
四
年　

三
月

山 

本 

登 

朗

清
水
婦
久
子

田  

中    

登
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